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令和が始まったのが、だいぶ昔のような気がし
ている。平成から令和へと時代が変わる時には、
寂しさとともに言いようのない高揚感が日本を包
んでいたようで、今年は、１月、５月と２回も正
月が来た感じだった。

今年は、女子ゴルフで 42 年ぶりに日本人選手
が海外レギュラーツアーのメジャー大会で勝利
し、ラグビーでは日本代表が大活躍するなどス
ポーツ分野のみならず、ノーベル賞も化学賞で日
本人が受賞するなど、令和元年を彩る明るい話題
も多かったが、一方で、九州を中心とした大雨や
台風 15 号、19 号など大規模な自然災害が発生し、
生産者も大きな被害を受けた。

ここ数年、世界各地で起きている甚大な自然災
害は、地球温暖化のためだといわれ、脱炭素化が
叫ばれているなか、農林水産省は、今年４月に「脱
炭素化社会に向けた農林水産分野の基本的な考え
方」の取りまとめを行った。

そこでは、2050 年に向けて農林水産業の脱炭
素化と農山漁村におけるＲＥ１００の実現を大き
な柱としている。

必ずしも脱炭素化＝電化とはならないが、実現
に向けて電化は、かなり重要な要因となることか
ら、当協会が、お役に立てることが多いと考える。

エネルギーについても 10 年前は、太陽光発電
がここまで普及することを予想した人は少なかっ
たと思う。

脱炭素化、ＲＥ１００の実現に向けて、コスト
をどう吸収するかという問題があるが、農業の生

産だけでなく、貯蔵・物流や住民サービス、観光
などへのコスト分散を行うことで実現可能性は高
まると思う。今は荒唐無稽なアイディアだとして
も５年後、10 年後にはスタンダードになるかも
しれない。

環境問題だけではなく、昨年末のＴＰＰ 11 の
発効、本年２月のＥＵとのＥＰＡ発効、さらに
10 月には日米貿易協定への署名がなされるなど、
日本の農産物の国際競争力強化も喫緊の課題と
なっているが、今年の農業電化研究会で発表して
いただいているようなＩｏＴやＬＥＤ、ヒートポ
ンプを活用したシステムにより、解決できること
も多いと思う。

当協会は、これからも農業分野における課題や
生産者のニーズを見極め、エネルギーの有効活用
による課題解決に努めていきたい。
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　北海道における農業用ＩｏＴ土壌センサ活用の実証例と
　運用課題について

…………………… ＊金子　和真・秋田谷　浩史・河手　健一・渡辺　実・佐野　博明…１
●北陸地区
　スポットクーラーを利用した果房冷却システムによる
　ブドウ ‘ ルビーロマン ’ の着色促進

…………………………………………………… ＊井須　博史・松田　賢一・高山　典雄…６
●近畿地区
　地中熱利用型空調システムを導入した施設園芸ハウスの
　現地導入について

…………………………………………………………………………………… 田中　　正…９
●四国農業電化協会
　電照用ＬＥＤ光源の開発
　―キクへの電照作用と切り花の品質向上について―

…………………………………………………………………… ＊工藤　りか・山本　敬司…15
●九州地区
　ハウスミカンへのヒートポンプ利用に関する研究

…………………………………………………………………………………… 松元　篤史…20
●沖縄地区
　自動換気装置を用いた高温管理によるニガウリの増収効果

…………………………………………………………………………………… 谷合　直樹…25

（研究者複数の場合は，＊印が発表者）

農業電化
2019 別冊特集号

［第 56 回農業電化研究会］
令和元年　第 72 巻　第６号

目　次

農業電化11月特集号表2-3.indd   すべてのページ 2019/10/24   13:38


